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新たな魅力が創出される
平成22年度！

基　本　方　針
　平成22年度の予算編成にあたっては、政権交代に伴い、事業仕分けの実施などによる予算の見直し

が行われ、これまでと大きく路線転換した国の政策の反映と長引く経済不況の中、本市の基幹産業で

ある農林水産業および中小企業に対する緊急な支援策や雇用対策を重点に予算を計上しました。

　また、響創のまちづくり～元気が出る新唐津～の実現を目指し、早稲田大学系属の中高一貫校の開

校や旧唐津銀行の改修を終えるなど、新たな魅力が創出される平成22年度を、唐津のまちづくりの歴

史に新たな１ページを加える大きな節目の年とする予算編成を行いました。

平成22年度一般会計当初予算

598億6,134万9千円
　平成22年度当初予算案は、３月１日から３月25日まで開催された３月定例市議会に提出
され、審議の結果可決されました。
　今回は、平成22年度当初予算の概要についてお知らせします。

詳しくは　財政課（☎７２ー９１６０）

平成22年度 唐津市全会計予算総括表

会　　計　　名 予　算　額
対 前 年
増減(% )

一 般 会 計 598億6,134万9千円 4.4

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 159億2,560万2千円 △1.8

老 人 保 健 特 別 会 計 884万5千円 △72.3

後期高齢者医療特別会計 13億7,388万5千円 1.4

介 護 保 険 特 別 会 計 106億2,502万5千円 5.7

養護老人ホーム特別会計 2億9,012万3千円 0.9

介護サービス事業特別会計 5億1,113万9千円 △41.6

簡 易 水 道 特 別 会 計 4億7,205万円 8.0

下 水 道 特 別 会 計 74億3,968万2千円 11.0

集 落 排 水 特 別 会 計 9億9,308万3千円 0.4

浄 化 槽 整 備 特 別 会 計 4億2,277万4千円 15.2

会　　計　　名 予　算　額
対 前 年
増減 (%)

特
別
会
計

競 艇 特 別 会 計 533億1,625万4千円 28.7

観 光 施 設 特 別 会 計 1億9,802万7千円 15.6

有線テレビ事業特別会計 5億1,268万4千円 54.6

北波多中央部開発事業特別会計 1億3,822万円 1.8

計 922億2,739万3千円 16.2

水 道 事 業 会 計
(※1)

収入 43億2,787万6千円 30.8

支出 53億3,865万2千円 21.5

工業用水道事業会計
(※1)

収入 2億3,469万5千円 △3.3

支出 2億9,375万6千円 △4.7

唐 津 市 民 病 院
きたはた事業会計(※1)

収入 6億4,895万6千円 △1.7

支出 6億7,495万9千円 △1.4

※1：事業会計の収入支出総額は一致しません。
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【一般会計】
　�一般会計とは、地方公共団体の行政運営における
基本的な経費を計上しているものです。

【特別会計】
　�特別会計とは、特定の事業を実施する場合に、一般
会計と区分して設置するものです。
　�市では、国民健康保険など14の特別会計を設置し
ています。

【企業会計】
　�企業会計とは、特定の事業のうち、地方公営企業法
を適用している事業について設置するものです。
独立採算制となっています。
　�市では、水道・工業用水道・病院の３つの企業会
計を設置しています。

【自主財源と依存財源(一般会計)】

●自主財源
　167億2,791万7千円
　�市税や使用料など、市
が自主的に収入するこ
とができる財源のこと
です。

●依存財源
　431億3,343万2千円
　�地方交付税など、国や
県の意思決定に基づき
収入される財源のこと
です。依存財源 自主財源

72.1%

27.9%

〔一般会計〕

用語解説

①市民のみなさんが納める税金
②国税（自動車重量税など）の一部また
は全額を市に譲与されるお金

③地方消費税交付金など、国や県から市
に交付されるお金

④全ての市町村が等しく行政サービスを
提供できるよう国が交付するお金

⑤事業実施に際し、事業の受益者に費用
の一部を負担してもらうお金

⑥施設の使用料や戸籍などの発行手数料
⑦特定事業に対する国からの補助金など
⑧特定事業に対する県からの補助金など
⑨基金などから繰り入れるお金
⑩雑入など
⑪市が資金調達のために借り入れるお金
⑫財産収入など

用語解説

①庁舎の維持管理など
②福祉の充実・保育所運営など
③保健衛生・ごみ処理など
④農林水産業の振興など
⑤商工業の振興など
⑥道路・都市整備など
⑦消防・救急など
⑧小・中学校の維持管理など
⑨市の借金を返すお金
⑩議会費・労働費・災害復旧費・予備費

歳　入
598億6,134万9千円

歳　出
598億6,134万9千円

①市税
120億9,849万3千円
(20.2%)

②地方譲与税
5億7,472万4千円(1.0%)

③交付金など
15億5,456万8千円(2.6%)

④地方交付税
211億4,244万9千円
(35.3%)

⑤分担金及び負担金
9億1,541万8千円(1.5%)

⑥使用料及び手数料
13億2,559万8千円(2.2%)

⑦国庫支出金
75億2,590万2千円(12.6%)

⑧県支出金
51億5,760万2千円(8.6%)

⑨繰入金
3億9,477万8千円(0.7%)

⑩諸収入
15億959万3千円(2.5%)

⑪市債
71億7,818万7千円
　　　　　(12.0%)

⑫その他
4億8,403万7千円(0.8%)

①総務費
49億1,042万5千円(8.2%)

②民生費
179億6,568万1千円
(30.0%)

③衛生費
60億3,679万1千円(10.1%)

④農林水産業費
36億9,559万1千円(6.2%)

⑤商工費
29億6,105万1千円(4.9%)

⑥土木費
 58億592万3千円

(9.7%)

⑦消防費
20億4,851万1千円(3.4%)

⑧教育費
60億8,049万円(10.2%)

⑨公債費
97億9,417万2千円

(16.4%)

⑩その他
5億6,271万4千円(0.9%)
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緊急な産業支援（農林水産業支援）

農林水産業の元気再生
～経営の安定化～

平成22年度主要事業

新規事業　2件 5,263万2千円

拡充事業　2件 1億6,047万3千円

新 畜産価格安定対策事業補助金　2,191万円 〔農政課☎72-9128〕
　畜産農家の経営安定および畜産振興を図るた

め、売買価格が低迷し基準価格などを下回った

場合に補
ほ

填
てん

金
きん

を交付する事業に係る畜産農家の

積立金の一部を助成するものです。

《事業内容》
肉用牛肥育経営安定対策事業：1,500円/頭

肉用子牛生産者補給金制度：1,237円/頭

肉豚価格安定対策事業：150円/頭

新 水産物集荷促進対策事業費　3,072万2千円 〔水産課☎72-9130〕
　沿岸物市場への集荷率の向上と漁業者の所得

向上を図るため、漁業者などが負担する沿岸物

市場の手数料の一部を補助するものです。

《事業内容》
手数料5.5％のうち1.5％を補助

拡 漁業経営安定化資金融資事業費　1,752万円 〔水産課☎72-9130〕
　魚価の低迷などにより経営が厳しい漁業者に

対し、平成21年度に設けた経営資金の融資制度

を継続し、利子および保証料を助成することに

より経営の安定化を図るものです。

《拡充内容》
◎融資期間
　平成22年４月１日から平成23年３月31日まで

◎貸付条件
　・貸付限度額：150万円

　・貸付期間：3年以内

　・貸付利率：3.0％（うち1.0％市負担）

　・保証料率：年1.0％（市負担）

◎融資機関
　佐賀県信用漁業協同組合連合会

拡 さがの強い園芸農業確立対策事業補助金　1億4,295万3千円

〔農政課☎72-9128〕
　生産コストの上昇、農業従事者数の減少、生産

力の低下、食の安全安心などに対応するため、省

資源・環境保全型の園芸生産の取り組み拡大や

新たな園芸生産の取り組み拡大に必要な機械・

施設などの整備に対し補助するものです。

《拡充内容》（市の単独事業）

◎対象者：農業者が組織する団体など

◎対象事業
　加温機更新、中古加温機購入および加温機釜交換

◎補助率
　�加温機更新：1/10（限度額12万円）、中古加

温機購入：1/3または3万3千円のいずれか高

い額、加温機釜交換：1/3

新

拡
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緊急な産業支援（中小企業支援）

中小企業の活力再生
～既存企業の活性化・新事業の創出・経営の安定化～

新規事業　3件　950万1千円

拡充事業　1件　339万4千円

新 中小企業シフトアップ支援事業費　450万円 〔商工振興課☎72-9141〕
　中小企業者の事業拡大および経営革新を支援

するため、制度融資を活用し設備の整備を行っ

た場合に利子補給を行い負担軽減を図るもので

す。

《事業内容》
◎対象融資
　・佐賀県中小企業事業円滑化資金

　・佐賀県中小企業特別対策資金

　　（新事業活動促進資金、事業転換資金）

　・唐津市中小企業小規模事業資金

◎対象資金：設備資金

◎対象者
　市内で１年以上事業を継続している法人・個人

◎対象期間
　�平成22年４月１日から平成23年３月31日ま

でに実行された融資

◎対象融資額：1,000万円以内

◎補給率
　融資利率の１％を超える部分のうち１％以内

◎補給期間：融資実行日から３年以内

新 新事業展開支援事業費　330万1千円 〔商工振興課☎72-9141〕
　新事業に取り組みたい中小企業を支援するた

め、セミナーを開催するとともに、国・県の支援

制度に認定された新製品・新技術の開発や専門

家相談に要する費用などに補助するものです。

《事業内容》
◎新事業サポートセミナー開催経費
◎新事業展開サポート補助金
　・対象経費

　　国・県の補助制度に認定された開発経費

　・補助率

　　自己負担額の1/2（限度額50万円）

◎専門家派遣補助金
　・対象経費

　　専門家の派遣費用

　・補助率

　　自己負担額の1/2（限度額5万円）

◎新事業バックアップ補助金
　・対象経費

　　佐賀県中小企業特別対策資金の信用保証料

　・補助率

　　1/3（限度額20万円）

拡 創業支援事業費　339万4千円 〔商工振興課☎72-9141〕
　新規に創業を志す者に対し、適切な助言・診

断および資金面の負担軽減を図り、創業しやす

い環境を整備し支援するものです。

《拡充内容》
◎中小企業診断士による創業アドバイス

◎創業バックアップ補助金
　・対象経費

　　佐賀県中小企業特別対策資金の信用保証料

　・補助率

　　信用保証料の事業主負担分全額(現行1/3)

新

拡

5 市報からつ　平成22年５月号

特　集 平成22年度当初予算



新 中小企業等経営力向上事業費　170万円 〔商工振興課☎72-9141〕
　中小企業などが厳しい経営環境の変化などに

対応するために実施する人材育成事業、情報化

事業、販路拡大事業に補助を行い、市内企業の経

営力の向上を支援するものです。

《事業内容》
◎対象者
　市内で１年以上事業を継続している中小企業など

◎対象期間
　平成22年４月１日から平成23年３月31日まで

◎補助率：1/2

◎補助対象事業
　・�公的機関が実施する研修会への参加

　　対象経費：受講料（限度額１万円）

　・セミナーなどの開催

　　対象経費：開催経費（限度額10万円）

　・共同による情報化事業

　　対象経費：�IT導入・HP開設経費

　　　　　　　（限度額30万円）

　・販路拡大事業

　　対象経費：各種展示会参加経費

　　　　　　　（上限額10万円）

継 緊急雇用創出基金事業　2億4,277万円 〔商工振興課☎72-9141〕
　緊急雇用創出基金事業は、県に基金を造成し、

当該基金を活用することにより、離職を余儀な

くされた非正規労働者、中高年齢者などの失業

者に対して、次の雇用までの短期の雇用・就業

機会を創出するため、平成21年度から23年度ま

での３年間実施するものです。

《実施事業》
◎道路環境美化活動事業費
◎法定外公共物現況調査事業費
◎森林環境保全整備事業費
◎里山景観整備事業費� ほか10事業

※雇用予定者数�136人(うち新規雇用者�109人)

継 ふるさと雇用再生特別基金事業　1億149万円 〔商工振興課☎72-9141〕
　ふるさと雇用再生特別基金事業は、県に基金

を造成し、当該基金を活用することにより、雇用

失業情勢が厳しい地域において、地域の実情に

応じて、その創意工夫に基づき、地域求職者など

を雇い入れるなどの取り組みを支援し、地域の

雇用機会の創出を図るため、平成21年度から23

年度までの３年間実施するものです。

《実施事業》
◎大学連携地域活力創出事業費
◎唐津版緑のニューディール政策事業費
◎ 唐津城マスコットキャラクター唐ワンくん

徹底活用事業費
◎唐津の魅力継承事業費� ほか３事業

※雇用予定者数�28人（うち新規雇用者�25人）

新 重点分野雇用創出事業　1,398万9千円 〔商工振興課☎72-9141〕

新 地域人材育成事業　7,603万円
　重点分野雇用創出事業と地域人材育成事業

は、県に基金を造成し、当該基金を活用すること

により、新たな雇用機会の創出や地域の企業な

どで就業するために必要な知識・技術を習得す

る研修を行うものです。

《実施事業》
◎まちなか情報発信費
◎観光拠点ガイド等育成事業費
◎ＩＴ人材育成事業費� ほか２事業

※雇用予定者数�28人（うち新規雇用者�27人）

緊急な雇用対策 新規事業　2件　9,001万9千円
継続事業　2件　3億4,426万円

市内の景気回復、雇用の安定・確保

新

継
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核燃料税交付金対象事業 事 業 費　　 (うち核燃料税交付金)

・さがの強い園芸農業確立対策事業補助金 1億4,295万3千円 (1,398万8千円)

・波戸岬周辺施設管理費 1,990万1千円 (1,015万8千円)

・子牛共同育成管理施設建設補助金 1億9,789万8千円 (2,938万2千円)

・唐津衛生処理センター運営費 3億9,093万1千円 (3,783万9千円)

・離島いきいきデイサービス事業費 1,316万1千円 (1,316万1千円)

・防災諸費事務費 4,943万1千円 (932万8千円)

・漁港管理費ほか６事業 7,513万8千円 （3,614万4千円)

新 防災情報ネットワーク整備計画費　1,352万7千円 〔防災課☎72-9260〕
　集中豪雨、地震などの災害発生時における警

報や避難などの緊急情報を市民へ迅速かつ正確

に提供するため、情報化基盤整備事業による光

ケーブル網を活用した防災情報ネットワークの

実施計画を策定し、また、４月末に放送開始予定

の「FMからつ」の活用と併せて防災体制の確立

に着手するものです。

新 がんばる地域応援補助金　1,500万円 〔地域支援課☎72-9220〕
　市民自らが自分たちのまちは自分たちで創る

という市民協働の視点に立って、快適で暮らしや

すいまちづくりの実現に向け、協働して地域課題

の解決に取り組む団体に支援するものです。

《事業内容》
◎地域の連帯感の醸成及び活性化を図る事業
　・補助率：9/10（上限額20万円）

　・補助期間：５年間を限度（同一内容事業）

◎まちづくりを推進する事業
　・補助率：9/10（上限額20万円）

　・補助期間：５年間を限度（同一内容事業）

◎地域が所有又は管理する施設等の整備事業
　・補助率：1/2

　・上限額：改修50万円、新設100万円

　・対象施設

　　自治会、地域団体が所有または管理する施設

核燃料税交付金について
核燃料税交付金の目的と対象事業
　佐賀県核燃料税交付金は、玄海原子力発電所の立地に伴う地域住民の生活の安定などを図るため、

平成21年度から平成25年度までの５年間、唐津市が実施する原子力安全対策事業、環境保全対策事

業、産業振興対策事業、民生安定対策事業などに対し交付されるものです。平成22年度は下記の事業

について核燃料税交付金を使っています。　　(平成22年度交付額　1億5,000万円)

元気が出る新唐津の実現 新規事業　2件　2,852万7千円

市民の“あんしん第一”、唐津の“底力発揮”

新
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平成22年度唐津市商工振興施策

　唐津市の経済の基盤である中小企業者などの支援を行い、地域経済を振興することを目的とした事業
を実施しています。

唐津市融資制度～資金繰り支援～
　経営に支障を来たしている中小企業者の経営の安定化を図るため、「唐津市中小企業小規模事業資
金」、「唐津市緊急経済対策資金」による支援を継続します。

唐津市中小企業小規模事業資金【継続】
《貸付対象者》

市内に事業所を有し、同一事業を１年以上引き

続き行っており、かつ市税を完納している中小

企業者(法人または個人)

《貸付条件など》

・資 金 使 途　設備資金および運転資金

・貸付限度額　1,000万円

・貸 付 期 間　７年以内（据置１年以内）

・貸 付 利 率　2.4%

・保　証　料　市が全額負担

唐津市緊急経済対策資金【継続】
《貸付対象者》
・�市内に事業所を有し、かつ市税を完納してい
る中小企業者(法人または個人)
・�中小企業信用保険法第２条第４項第５号の認
定を受けた特定中小企業者

《貸付条件など》
・資 金 使 途　運転資金（借換資金含む）
・貸付限度額　500万円
・貸 付 期 間　７年以内（据置１年以内）
・貸 付 利 率　2.0%
・保　証　料　市が全額負担

《実施期間》 平成23年３月31日まで

詳しくは
○唐津市融資制度について
　 商工振興課（☎72-9141）、唐津商工会議所（☎72-5141）、唐津上場商工会（☎82-3826）、唐津東商工会（☎

62-2901）、各市内取扱金融機関（佐賀銀行、唐津信用金庫、佐賀共栄銀行、福岡銀行、西日本シティ銀行、親和
銀行、長崎銀行の市内各店舗・支店）

○中小企業シフトアップ支援事業・中小企業等経営力向上事業・創業支援事業・新事業展開支援事業について
　商工振興課（☎72-9141）

　佐賀県・唐津市の制度融資を活用した中小企業に

対し、設備の整備を行った場合に利子補給を行うこと

により負担軽減を図り、事業拡大および経営革新を支

援します。

《対象資金》
・佐賀県中小企業事業円滑化資金（設備資金）

・�佐賀県中小企業特別対策資金（設備資金）のうち

新事業活動促進資金・事業転換資金

・唐津市中小企業小規模事業資金（設備資金）

《対象者》
市内で１年以上事業を継続している法人・個人

《条件など》
・対象融資額　1,000万円以内

・補　給　率　�融資利率の１％を超える部分のうち

１％以内

・補 給 期 間　融資実行日から３年以内

　中小企業などが厳しい経営環境の変化などに対応

するために実施する人材育成、情報化、販路拡大の事

業に補助を行い、経営力の向上を支援します。

《対象者》

市内で１年以上事業を継続している中小企業者など

《条件など》

・補助率　　２分の１

《補助内容》

・公的機関主催研修会受講料�（限度額：１万円）

・セミナーなどの開催経費� （限度額：10万円）

・情報化（IT導入、HP開設）経費

� （限度額：30万円）

・販路拡大（各種展示会参加）経費

� （限度額：10万円）

中小企業シフトアップ支援事業【新規】
～設備投資支援～

中小企業等経営力向上事業【新規】
～経営力アップ～
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創業支援事業～創業バックアップ！～
　新規創業を志す人に対し、適切な助言・診断や資金面の負担軽減を図り、創業しやすい環境を整備し
支援するものです。

創業バックアップ補助金【拡充】
《対象資金》
佐賀県制度の独立開業資金・創業資金

《対象者》
市内で新規創業を行い、対象資金にかかる信用

保証料を完納した人

《補助率》
信用保証料自己負担額全額補助

創業アドバイス【新規】
《対象者》
・�市内で創業を志す人（UJIターンを希望する人
を含む）
・市内で創業してまもない人

《相談料》　無料
《条件など》
・相談時間　１相談につき４時間以内
・相談回数　１対象者につき３回まで

新事業展開支援事業【新規】～新たな事業をサポート！～

佐賀県信用保証協会をご利用ください～中小企業の未来への発展と繁栄をバックアップ～

　新事業への取り組みのきっかけとなるようなセミナーの開催、専門家への派遣費用や国・県事業を活用し
た新製品・新技術の開発に対し補助を行い、新たな事業に取り組みたい中小企業などを支援するものです。

★信用保証協会の役割
　�信用保証協会は、中小企業者などが金融機関から事業資金の融資を受ける際に『公的な保証人』となって金融
の円滑化を図ることを目的としています。

新事業バックアップ補助金
《対象資金》
佐賀県制度の新事業活動促進資
金・事業転換資金

《対象者》
市内中小企業者などで、対象資
金にかかる信用保証料を完納し
た人

《保証料補助率》
信用保証料自己負担額の３分の
１を補助（限度額：20万円）

専門家派遣補助金
《対象者》

市内で事業を行い、経営革新お

よび新事業への展開を図り専門

家派遣を受けた人

《補助率》

専門家派遣費用自己負担額の２

分の１を補助（限度額：５万円）

《補助金交付》

１対象者につき１回交付

新事業展開サポート補助金
《対象事業》
国・県施策（農商工連携、地域資
源活用、新連携、経営革新など）

《対象者》
対象事業の認定を受け補助金の
交付決定を受けた人

《補助率》
補助金にかかる経費自己負担額
の２分の１を補助（限度額50万
円）

 

保証申し込み

信用調査・
審　　査

 保証承諾・

保証書発行

金融機関で融

資実行・返済

★申し込みから融資実行までの概略図 ★信用保証申し込みから融資実行までの概略図の解説

①保証付融資申し込み 

⑤融    資
金融機関 中小企業者 

⑥返    済

②信用保証依頼 ③信用調査 

信用保証協会 

④信用保証書発行

①②最寄りの金融機関以外に、商工会議所、商工会
でも申し込み手続きが可能です。

③　申込者の人的信用、企業の将来性、返済能力な
どについて、電話での照会、面談、現地調査な
どにより信用調査を行ないます。

④　申込者へ「信用保証決定のお知らせ」を送りま
すので、保証内容をご確認ください。

⑤⑥金融機関で融資実行の手続きを行なってくださ
い。その際、保証内容に定められた「信用保証料」
を信用保証協会に支払ってください。

○詳しくは　佐賀県信用保証協会（☎0952-24-4341）

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp9 市報からつ　平成22年５月号
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　市では、４月１日に機構の一部を改め、新しい体制で業務を行っています。

　今回の機構改革では、地域振興への推進体制および広報との連携を強化するため、今までの総合政策

部、総務部および地域振興部を企画経営部、総務部および財務部に再編をするとともに、支所においても

市議会常任委員会への対応を中心とする支所機能の構築のため、総務教育課、市民福祉課、産業課および

建設水道課に再編しました。

　また、日本三大松原の一つでもある美しい松原の維持および観光対策の強化を図るため、観光課に「虹

の松原室」を新設しました。

　さらに、水質浄化作用に優れた合併浄化槽の設置推進を図るため、下水道管理課に「浄化槽ＰＦＩ事業

推進室」を新設しました。� 詳しくは　職員課（☎７２－９１８５）

機構改革を行いました

新しい組織機構表　（平成22年４月１日）

◎市長部局 赤い文字が変更箇所です

市
　
　
　
長

副
　
市
　
長

新 市 総 合 企 画 監

産 業 企 画 監

企 画 経 営 部
企画政策課、男女共同参画・市民協働課、地域支援課、広報公聴課、早稲田佐賀中学・
高校交流推進室

８ 支 所
総務教育課、市民福祉課、産業課−山村経営室（厳木支所・七山支所）・水産支援室

（呼子支所）、建設水道課

総 務 部 総務課−情報公開室、防災課、職員課、秘書課

財 務 部 財政課、管財課、契約管理課、税務課

市 民 環 境 部
市民課、保険年金課、環境対策課、廃棄物対策課、人権・同和対策課−人権ふれあい
センター

保 健 福 祉 部
　 — 市 民 病 院

保健課、地域医療課−神集島診療所・高島診療所・加唐島診療所・馬渡島診療所・
小川島診療所、福祉課、高齢者支援課−寿光園・延寿荘・宝寿荘、障害者支援課−
障害者福祉会館、生活保護課

商 工 観 光 部
商工振興課−市街地活性化推進室、企業誘致課−厳木工業団地整備室、観光課−虹
の松原室、からつブランド推進課

農 林 水 産 部 農政課−有害鳥獣対策室、農地整備課、林務課、水産課

建 設 部 道路河川課、都市計画課−みなとまちづくり室、公園課、建築課

競 艇 事 業 部 経営企画課−ボートピア三日月、開催運営課

水 道 部
下水道管理課−浄化槽ＰＦＩ事業推進室、下水道施設課、水道管理課、水道営業課、
水道工務課、水道浄水課

消 防 本 部 消防総務課、地域消防課、予防課、警防課、消防署

会 計 管 理 者 会計課

◎教育委員会

教 育 長 教 育 委 員 会 事 務 局
教育総務課、学校教育課−唐津幼稚園、生涯学習課、文化課、スポーツ振興課、近代
図書館

◎市議会

議 会 事 務 局 議会事務局

◎その他
選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

監査委員 監査委員事務局

農業委員会 農業委員会事務局

公平委員会
固定資産評価審査委員会
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あなたもラブアース･クリーンアップ2010、
ふるさと美化活動に参加しませんか！

　郷土の美しい自然を未来に引き継ぐ

ため、海岸・河川・町内などの清掃活動

を行います。

※�雨天時などラブアース・クリーンアッ

プ2010が中止の場合は「チャンネル

からつ」で当日午前７時からお知らせ

します。

ラブアース・クリーンアップ2010
開催日：６月６日（日）　　※少雨決行

会場名 集合場所 集合時間

東 の 浜
国民宿舎西側駐車場、
松原屋（旧二軒茶屋）、海浜館

８：００
西 の 浜

県唐津総合庁舎北側海岸、
早稲田佐賀中学校・高等学校北側海岸

幸 多 里 浜 海水浴場駐車場

相 賀 の 浜 北浜海水浴場入口

浜 崎 海 岸 三本松キャンプ場前

　★ごみ袋は受付時に配付します。

ふるさと美化活動　　　※少雨決行

会場名 開催日 集合場所 集合時間

呼 子 地 区 ５月16日(日)

各地区一円

８：３０

厳 木 地 区

６月６日(日) 各地区で決定

相 知 地 区

北 波 多 地 区

肥 前 地 区

鎮 西 地 区

七山樫原湿原 樫原湿原駐車場 ８：００

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp
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・
高
等
学
校
が
開
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大
学
系
属
の
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稲
田

佐
賀
中
学
校
・
高
等
学
校
の
第

１
回
入
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４
月
７
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わ

れ
、生
徒
や
保
護
者
な
ど
約
800
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
午
後
に
附
設
寮

「
八
太
郎
館
」
の
入
寮
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わ

れ
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ら
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さ
ん
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徒

た
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寮
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新
し
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ま
す
。

ご
あ
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さ
つ
　

　
明
治
15
年
、大
隈
重
信
と
唐
津

出
身
の
天
野
為
之
ら
に
よ
り
東

京
専
門
学
校
が
開
校
し
て
128
年

の
歳
月
が
流
れ
、唐
津
市
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、早
稲
田
佐
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学
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・
高
等
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校
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ま
し
た
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学
校
で
は
早
稲
田
大
学
の
伝

統
を
学
ぶ
と
と
も
に
、唐
津
の
文

化
・
風
土
を
基
点
に
し
た
本
校

独
自
の
伝
統
を
創
り
上
げ
、こ
の

唐
津
か
ら
世
界
へ
飛
躍
す
る
生

徒
を
送
り
出
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

早
稲
田
佐
賀
中
学
校･

高
等
学
校

校
長
　
溝
　
上
　
芳
　
秋

【新入学生の概要】

中学校 高等学校

入学者数
123人 129人

（16都県から） （13都県から）

うち佐賀県 14人（唐津10） 21人（唐津6）

うち福岡県 66人 71人

うち東京都 12人 10人

入寮者数 77人 78人

詳しくは
　環境対策課（☎７２－９１２４）
　　　または各支所市民福祉課　★雨天時など詳しくは各支所市民福祉課へお問い合わせください。

▲入学式の様子

▲新入生代表宣誓

詳
し
く
は
　
学
校
法
人
大
隈
記

念
早
稲
田
佐
賀
学
園
（
☎
５
８
‐

９
０
０
０
）ま
た
は
早
稲
田
佐
賀
中

学
・
高
校
交
流
推
進
室（
☎
７
２
‐

９
１
１
０
）
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総
務
教
育
課
に
準
備
し
て
い

ま
す
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）

　
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
に
課
税
さ
れ

る
、軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

を
５
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
期
限
】

　
５
月
31
日（
月
）

※ 

口
座
振
替
日
は
５
月
26
日（
水
）

で
す
。

　�

口
座
振
替
に
し
て
い
る
人
は

残
高
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
納
付
場
所
】

　�

各
金
融
機
関
の
ほ
か
、納
期
限

内
に
限
り
、沖
縄
県
を
除
く
九

州
内
の
郵
便
局
お
よ
び
納
税

通
知
書
に
記
載
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
入
で

き
ま
す
。

◎�

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
法
令
に

基
づ
き
、督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎�

車
両
を
廃
棄
処
分
し
て
も
抹

消
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
減
免
制
度
】

　�

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
人
な
ど
は
、一
定
の
条

件
に
よ
り
税
が
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

今
年
度
か
ら
は
、身
体
障
害
者

な
ど
本
人
ま
た
は
身
体
障
害

者
な
ど
と
生
計
を
１
つ
に
す

る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

も
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。納

税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５

月
24
日
（
月
）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　

税
務
課（
☎
７
２
‐
９
１
１
６
）

ま
た
は
各
支
所 

市
民
福
祉
課

軽
自
動
車
税
の
納
入
は

５
月
31
日
ま
で
に
！

　
市
で
は
、男
女
共
同
参
画
推

進
の
課
題
解
決
に
向
け
、市
民

団
体
に
よ
る
自
主
的
な
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
活
動

を
支
援
し
、
市
民
自
ら
が
企

画
・
実
施
す
る
講
座
な
ど
の

提
案
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　�

唐
津
市
民
が
５
人
以
上
で

組
織
す
る
団
体

【
委
託
金
額
】

　
１
事
業
あ
た
り
上
限
10
万
円

【
申
込
方
法
】

　�

男
女
共
同
参
画
・
市
民
協

働
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

教
育
課
に
準
備
し
て
い
る

申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　
５
月
６
日（
木
）か
ら

　
６
月
10
日（
木
）ま
で

※�

詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

選
定
委
員
会
で
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

市
民
提
案
事
業
募
集

　
男
女
共
同
参
画
を
身
近
な
も

の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、市
民
の
み
な
さ
ん
や
企

業
が
主
催
す
る
集
会
や
研
修
会

な
ど
に
、「
お
出
か
け
講
座
志
援

隊
」
が
出
か
け
て
行
き
、寸
劇
な

ど
を
行
い
、男
女
共
同
参
画
の
考

え
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　�

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
参
加

が
見
込
め
る
、市
民
が
組
織
す

る
団
体
（
自
治
会
、サ
ー
ク
ル
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）
お
よ
び
市
内
に

事
務
所
を
置
く
法
人
な
ど

【
実
施
期
間
】

　
６
月
１
日
か
ら

　
平
成
23
年
３
月
21
日
ま
で

※�

た
だ
し
、８
月
10
日
〜
20
日
、

　�

12
月
25
日
〜
翌
年
１
月
15
日

を
除
く
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　�

受
講
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
、男
女
共
同
参
画
・

市
民
協
働
課
お
よ
び
各
支
所

「
お
出
か
け
講
座
志し

援え
ん

隊た
い

」が

ご
希
望
の
日
時
に
伺
い
ま
す

「
お
出
か
け
講
座
志
援
隊
」

は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う

と
い
う
市
民
団
体
「
さ
よ
ひ

め
座
」
の
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）

に
呼
応
し
、「
支
」
で
は
な
く

「
志
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
　
男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）
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佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、加
入
者
の
み
な
さ

ん
の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

や
重
症
化
予
防
の
た
め
、例
年
ど

お
り
に｢

後
期
高
齢
者
医
療
の
健

康
診
査｣

を
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　�

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
で
、健
康
診
査
の

受
診
を
希
望
す
る
人

※�

た
だ
し
、生
活
習
慣
病
で
治
療

中
の
人
は
、改
め
て

｢

健
康
診

査｣

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※�

次
の
人
は
、健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①�

平
成
22
年
度
中
に
、こ
の
健
康

診
査
に
相
当
す
る
健
康
診
断

を
受
診
す
る
人

②�

障
害
者
支
援
施
設
、養
護
老
人

ホ
ー
ム
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、介
護
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
人

【
健
診
費
用
】

　
無
料

※�

同
一
年
度
内
で
１
回
の
み
無

料
で
す
。

【
健
診
期
限
】

　
平
成
23
年
２
月
末
ま
で

【
申
込
方
法
】

　�

事
前
に
、保
険
年
金
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
の
担
当

窓
口
で
、印
鑑
と
被
保
険
者
証

を
持
参
の
上
、申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は

保
険
年
金
課
（
☎
７
２
‐

９
１
２
３
）
ま
た
は
各
支
所 

市

民
福
祉
課

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

【
対
象
】

　�
被
用
者
保
険
（
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
）
の
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
が
新
た
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
減
免
の
内
容
】

　�

減
免
の
対
象
と
な
る
人
の
所

得
に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ

く
所
得
割
額
が
免
除
さ
れ
る

と
と
も
に
、加
入
者
１
人
当
た

り
で
ご
負
担
い
た
だ
く
均
等

割
額
が
半
額
と
な
り
ま
す
。さ

ら
に
、加
入
者
が
旧
被
扶
養
者

だ
け
の
場
合
は
、世
帯
ご
と
に

ご
負
担
い
た
だ
く
平
等
割
額

も
半
額
に
な
り
ま
す
。

【
減
免
の
適
用
期
間
】

　�「
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

月
か
ら
２
年
間
」
が
、当
分
の

間
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
ま
で
の
間
」
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

【
減
免
を
受
け
る
に
は
】

　�

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

・
印
鑑

詳
し
く
は

保
険
年
金
課 

国
保
給
付
係
（
☎

７
２
‐
９
１
２
３
）
ま
た
は
各
支

所 

市
民
福
祉
課

旧
被
扶
養
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

【
対
象
者
】

　�

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に

雇
用
保
険
法
に
定
め
る
特
定

受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な

ど
に
よ
る
離
職
）
ま
た
は
特
定

理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

よ
る
離
職
）
に
該
当
し
、離
職

し
た
日
の
年
齢
が
65
歳
未
満

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

【
軽
減
の
適
用
期
間
】

　�

離
職
し
た
日
の
翌
日
の
月
か

ら
、翌
年
度
末
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
税

※�

た
だ
し
、平
成
21
年
３
月
31
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
に
離
職
し
た
人
は
、平
成
22

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

み
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
軽
減
の
内
容
】

　�

軽
減
の
対
象
と
な
る
人
の
所

得
の
う
ち
給
与
所
得
の
金
額

を
100
分
の
30
の
金
額
と
み
な

し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
算

定
し
ま
す
。

【
軽
減
を
受
け
る
に
は
】

　�

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

《
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

詳
し
く
は

保
険
年
金
課
　
国
保
給
付
係
（
☎

７
２
‐
９
１
２
３
）
ま
た
は
各
支

所 

市
民
福
祉
課

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
人
の
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
す
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心
と
い
の
ち
の
文
庫

〜
心
の
健
康
の
た
め
に
〜

　
市
で
は
、自
殺
対
策
事
業
と

し
て
心
と
い
の
ち
の
文
庫
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
小
さ
い
時
か
ら
、身
近
な
場

所
で
絵
本
や
本
を
通
じ
て
、心

や
い
の
ち
の
大
切
さ
を
学
べ
る

機
会
を
増
や
す
た
め
に
、心
や

い
の
ち
に
関
す
る
本
や
絵
本
を

購
入
し
て
い
ま
す
。

【
本
の
設
置
場
所
】

・
近
代
図
書
館

・
相
知
図
書
館

【
絵
本
の
設
置
場
所
】

・
近
代
図
書
館

・
外
町
児
童
セ
ン
タ
ー

・
西
唐
津
児
童
セ
ン
タ
ー

・
高
串
児
童
館

・
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
手
に
と
っ
て

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、絵
本
は
お
子
さ
ん
へ

の
読
み
聞
か
せ
に
お
勧
め
し
ま

す
。

詳
し
く
は

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

地域包括支援センターをご活用ください！
地域包括支援センター（☎７２ー９１９１）

地域包括支援浜玉サブセンター（☎５３ー７０５６）
地域包括支援相知サブセンター（☎５３ー７０５７）
地域包括支援鎮西サブセンター（☎５３ー７０５８）
地域包括支援鎮西サブセンター肥前出張所  （☎５３ー７０５９）

　唐津市地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが、できる限り住みなれた地域で安心して自分ら
しい生活ができるよう相談を受け付け、支援を行っています。
　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員などが中心となり、介護に関する相談、心配ごと、悩みなど
高齢者のみなさんへの総合的な支援を行っていきます。
　平成22年５月から、唐津市地域包括支援センターを本庁高齢者支援課・浜玉支所・相知支所・鎮西
支所・肥前支所の５か所に窓口を設置し、きめ細かな支援を目指します。

認知症サポーター養成講座
　市では地域で生活している認知症の人たち
を温かく見守り、支援を行うボランティア『認
知症サポーター』を養成しています。
　養成講座は１時間程度の出前形式で、費用
は無料です。これまで、老人会、高校、地域の役
員会、事業所などで開催しています。
　受講を希望する人は、５人以上のグループ
で地域包括支援センターにお問い合わせくだ
さい。

唐津市地域包括支援センター愛称募集！
　唐津市地域包括支援センターが、みなさんに親しまれ愛着をもっていただける施設となるよう愛称を募
集します。

【募 集 内 容】　唐津市地域包括支援センターの愛称（親しみやすく、なじみやすい愛称）
【応 募 資 格】　唐津市に在住・通勤・通学している人
【応 募 方 法】　�はがきによる郵送・FAX・地域包括支援センターへの持参。下記必要事項を記入のうえ、

ご応募ください。
　　　　　　　①愛称（応募作）　②愛称をつけた理由　③氏名（ふりがな）　④住所・郵便番号　
　　　　　　　⑤電話番号

【応 募 期 限】　はがきの場合：５月31日（月）　※当日消印有効
　　　　　　　FAX・地域包括支援センターへの持参の場合：５月31日（月）17時　※必着

【選考・発表】　学識者などから構成される唐津市地域包括支援センター運営協議会において選考・発表します。
【申し込み先】　唐津市地域包括支援センター（〒847-8511�唐津市西城内１番１号）
　　　　　　　☎72-9191、FAX�73-8451

介護支援ボランティア募集中！
　介護支援ボランティア制度とは、市内の65歳以上

の元気な人が介護老人福祉施設などで、芸能披露、レ

クリエーションの指導、話し相手、草刈りなどのボラ

ンティアを通じて、高齢者自身の社会参加活動を通し

た介護予防を推進することを目的としています。

　介護支援ボランティアとして登録、活動していただ

くと、年間の活動の実績に応じて最大5,000円を交付

します。
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唐
津
競
艇
場
で
は
、
フ
ァ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、レ
ス

ト
ラ
ン
の
経
営
者
を
募
集
し
ま

す
。

【
募
集
資
格
】

　�

出
店
の
意
欲
が
あ
り
、適
切
に

レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
が
で
き
る

人

【
店
舗
の
所
在
地
】

　
唐
津
市
原
１
１
１
６
番
地

　�

唐
津
競
艇
場
内
２
号
レ
ス
ト

ラ
ン

　(

競
艇
場
１
階
南
側)

【
応
募
期
間
】

　
５
月
15
日(

土)

か
ら

　
６
月
15
日(

火)

ま
で

【
定
　
員
】

　
１
人
ま
た
は
１
団
体

※�

経
営
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
審

査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。ま
た
、

募
集
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

唐
津
市
お
よ
び
唐
津
競
艇
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
　
競
艇
事
業
部
経
営

企
画
課(

☎
７
７
‐
１
３
１
１)

「�

守
ろ
う
よ
、み
ん
な
を
！

～
な
く
そ
う
！
高
齢
者
の

消
費
者
被
害
～
」

　
昨
年
９
月
に
消
費
者
庁
が
発

足
し
、消
費
者
行
政
は
大
き
く
転

換
し
ま
し
た
。一
方
、平
成
20
年

度
の
国
民
生
活
選
好
度
調
査
に

よ
る
と
、消
費
者
被
害
に
あ
っ
て

も
３
分
の
１
の
人
が
、ど
こ
に
も

相
談
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状

で
す
。特
に
高
齢
者
被
害
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、５

月
の
消
費
者
月
間
に
は
、高
齢
者

に
重
点
を
お
き
、消
費
生
活
相
談

の
利
用
を
促
す
こ
と
を
目
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
消
費
生
活
出
前
講
座

　
消
費
生
活
の
基
礎
や
多
重
債

務
問
題
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

【
費
　
用
】　
無
料

※�

講
演
会
、勉
強
会
、研
修
会
な

ど
の
催
し
の
際
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

し
て
電
話
、面
談
で
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

【
と
　
き
】

　
閉
庁
日
を
除
く
毎
日

　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
と
こ
ろ
】

　
唐
津
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　(

市
民
相
談
室
内)

○ 

消
費
者
月
間
中
は
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
唐
ワ
ン
く
ん
も
参
加
し
ま
す
！

【
と
　
き
】

　
５
月
11
日（
火
）

　
　
１
回
目�

午
後
２
時
30
分
か
ら

　
　
２
回
目�

午
後
５
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】

　
ま
い
づ
る
本
店

詳
し
く
は

唐
津
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(

☎
７
３
‐
０
９
９
９)

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
花
や
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
み
な

さ
ん
の
家
の
庭
や
玄
関
、地
域
の

花
壇
や
街
か
ど
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
対
象
】

　�

市
内
の
民
有
地
の
庭
や
玄
関

な
ど
、誰
も
が
自
由
に
鑑
賞
で

き
、人
び
と
に
安
ら
ぎ
と
潤
い

を
与
え
て
い
る
次
の
も
の

　
①
庭
や
玄
関�

②
ベ
ラ
ン
ダ

　
③
花
壇�

④
街
か
ど
な
ど

【
募
集
方
法
】

　�

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、写
真
を
貼
り
付
け
の
う

え
、
ネ
ガ(

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
場
合
は
デ
ー
タ)

を
同
封
し

て
、公
園
課
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※�

写
真
・
ネ
ガ
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。

※�
応
募
用
紙
は
、公
園
課
窓
口･

各
公
民
館･

一
部
園
芸
店
な
ど

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
限
】

　
６
月
30
日(

水)

ま
で

【
表
　
彰
】

　�

10
月
開
催
予
定
の
唐
津
市
緑

花
祭
の
会
場
で
、表
彰
を
行
う

と
と
も
に
、記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

詳
し
く
は
　
公
園
課(

〒
８
４
７

‐
８
５
１
１
・
西
城
内
１
番
１

号
・
☎
７
２
‐
９
２
５
０)

「
工
夫
を
こ
ら
し
た
花
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
賞
」を
募
集
し
ま
す

唐
津
競
艇
場
内
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
者
を
募
集
し
ま
す

一 般 客 席 

エントランス
ホール 

募集店舗

投 票 所 

位置図

南
入
場
門

北
入
場
門
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浜玉地域審議会
○ 西九州自動車道の開通に伴う案内看板の設置など

について
意見および審議内容
・�西九州自動車道が開通したことに伴い、浜崎・虹の
松原方面への行き方が分かりにくくなった。西九州
自動車道と二丈浜玉有料道路との分岐点に案内板
の設置をお願いしたい。

唐津地域審議会
○現地視察
・早稲田佐賀中学校

��高等学校視察

・旧唐津銀行視察�

平成21年度第４回地域審議会を開催しました
詳しくは　地域支援課(☎７２－９２２０)

　２月23日から３月２日にかけて平成21年度「第４回地域審議会」を開催しました。

　今回は、２件の共通した議題での審議となり、各地域内の状況などについて各委員から活発な意見や

提案がなされました。

　今回の地域審議会で審議された内容は次のとおりです。

○唐津市定住自立圏形成方針について（共通議題①）
※ 広域化した市域を一つの圏域として捉え、当該圏域全体の総合的なマネジメントを行うことにより、地域間の

絆をさらに深め、その暮らしを支え合い、圏域全体として魅力あふれる地域を形成し、人口の定住化を促進す
ることを目的とします。

〔意見および審議内容〕
・�青少年支援センターが、障害者福祉会館の中に入ることになっているが、青少年支援センターの利用者が利用

しやすいようにしてほしい。（唐津）

・JR東唐津駅の利用者も多いので構想に入れて検討してほしい。（相知）

・水道の未普及地区の整備計画を盛り込んでほしい。（相知）

・バスの低床化については、バス会社を含めた協議をしてほしい。（肥前）

・地域の現状を直視して、各地域の生の声が十分反映されるようにしてほしい。(七山)

○都市計画マスタープランについて（共通議題②）
※ 都市計画法の改正(平成４年)により「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として創設されたもので、都

市計画法第18条の２に基づき、各市町村が市民の意見を反映させつつ、地域の特性を踏まえて、都市計画の基
本的な方針を定めるものです。

〔意見および審議内容〕
・地域に大きな開発がある場合は、行政が民間事業者と住民の間に入り説明してほしい。（唐津）
・JRの複線化と浜崎駅のバリアフリー化を進めてほしい。（浜玉）�
・浜崎駅を南北に渡ることのできる自由通路を建設してほしい。（浜玉）
・支所の職員数が減り続けているが、支所は出張所でなく地域住民の拠り所であり続けてほしい。（厳木）
・地域区分が旧町村境で分けてあるが、旧町村にとらわれずに計画を行うべきではないか。（北波多）
・�市民会館を利用する時など、中心部に駐車場が少ないので、利用しにくい雰囲気があるが、駐車場を増やす計
画はないか。（北波多）
・�第一次産業が低迷している。地域の食材を学校給食に利用するなど行政からも地産地消を更に推進していた
だきたい。（肥前）
・�市庁舎の建て替え計画が現在地で検討されているようだが、合併したのだから現在地ではなく、真に中心部と
なる場所を検討すべきではないか。（呼子）
・�20年先を見据えた計画なので、将来の人口の減少などを考慮して雇用の場の確保など定住策を重点的に取り
入れてほしい。（七山）

～その他に各地域審議会で審議された内容～

早稲田佐賀中学校･高等学校視察の様子
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○中学校の統廃合について
意見および審議内容
・�名護屋、打上、呼子中学校統合推進委員会が唐津北
高跡地を視察。
・�同委員会が北高跡地を活用した新しい中学校の設
立についての要望書を唐津市教育長へ提出したこ
との経過報告。

○人口増対策について
意見および審議内容
・�工業団地への企業誘致が成功すれば、人口増に向け
てかなり状況が好転するのではないか。できる限り
早期の企業誘致をお願いしたい。
・�厳木は面積の７～８割が山林で、山が良くならない
と発展しないと思う。林業事業者の収益増に結びつ
くように、何とかして木材の消費拡大に努めていか
なければならない。
・�定住促進対策室などを設置し、定住者への奨励金を
検討するなど、定住についての分析や情報発信など
を行う形ができないだろうか。
・�厳木地域の空き家や売家の情報を集約して、定住希
望者への情報提供ができないだろうか。
・�就農や農業体験の促進に向けて、貸してもよい農地
の情報集約ができないだろうか。

○地域振興策について
意見および審議内容
・�現在、高齢者が町内で買い物をするには、かなりの距
離を徒歩で往復しなければならず、買い物難民と呼
ばれる問題が生じている。何らかの形で支援ができ
ないものか。

○旧七山小学校跡地活用検討懇話会の提言について
意見および審議内容
・�旧七山小学校跡地の活用については、懇話会で提言
された高齢者などを対象とした福祉関連施設が妥
当と考える。
・�地元資源を活用したバイオマス関連企業の誘致や
市営住宅などへの活用も検討してほしい。

○笛岳山頂などの整備について
意見および審議内容
・�現在策定中の都市計画マスタープランにおいて「レ
クリエーション資源として活用できる環境づくり」
が挙げられているが、登山道などを整備してほし
い。

○バイオマス木質チップボイラーの導入について
意見および審議内容
・�鳴神温泉ななのゆに木質チップボイラーが導入さ

れるが、七山の地域資源である間伐材などの有効利

用や雇用拡大を図るためにも、木質チップ生産関連

企業誘致を検討してほしい。

○ 市民協働指針の策定状況と地域コミュニティ協議
会の設立について

意見および審議内容
・�少子高齢化による人口の減少により限界集落や婦

人会などの組織維持が問題となっている。このよう

な諸問題を解決するためにも、早く地域コミュニ

ティ協議会の設立をお願いしたい。

鎮西地域審議会 厳木地域審議会

○呼子町愛宕神社前の交差点改良について
意見および審議内容
・�愛宕神社前交差点が狭いため、交通量が多い連休時

には、車が渋滞している。湊方面と海岸道路方面と

の２車線に改良してほしい。

○臨港道路の拡幅について
意見および審議内容
・�臨港道路は、呼子地区の産業・観光・生活用道路と

して、非常に交通量の多い重要な道路であるが、幅

員が狭いため交通に支障がでている。

○小川島地区の水産振興対策などについて
意見および審議内容
・�離島漁業再生支援交付金事業費、離島振興基金事業

費（島づくり事業）の新年度の動きについての質疑。

○へき地生徒高等学校通学費等助成事業の拡大について
意見および審議内容
・�へき地に居住する高校生の通学にかかる経済的負

担の軽減を図るため、通学に要する経費に対し、離

島航路定期券の２/ ３の補助がなされているが、下

宿者に対し、同額程度の助成はできないのか。

○離島いきいきデイサービスの利用枠の増大について
意見および審議内容
・�小川島いきいきデイサービスは、利用者が増加して

いるので、利用者枠の増大をしてほしい。�

呼子地域審議会

○北波多球場の移転活用について
意見および審議内容
・�現在の球場は十分な広さがなく、周辺住民に迷惑を

かけているため、他の場所へ移転を検討してほし

い。

○ごみ減量化などの対策について
意見および審議内容
・�生ごみを資源として循環させるなど、ごみ減量化の

対策を市全体で行ってほしい。

北波多地域審議会

七山地域審議会
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暮らしの相談
市民相談室 （☎72-9122）
消費生活センター （☎73-0999）
人権･同和対策課 （☎72-9125）
商工振興課 （☎72-9141）
唐津市保健センター (☎75-5161)
佐賀県信用保証協会 (☎0952-24-4343)
総務課 （☎72-9113）
唐津保健福祉事務所 （☎73-4185）

◆法律相談
(□問 市民相談室･各支所市民福祉課)

・５月10日(月)

� 10:00～15:00�本庁市民相談室

・５月11日(火)

� 13:00～16:00�肥前支所101号会議室

・５月17日(月)

� 10:00～15:00�本庁市民相談室

・５月18日(火)

� 13:00～16:00�厳木支所１階会議室

・５月21日(金)

� 13:00～16:00�呼子支所１階会議室

・５月24日(月)

� 10:00～15:00�本庁市民相談室

・６月�２日(水)

� 13:00～16:00�北波多公民館

・６月�４日(金)

� 13:00～16:00�浜玉支所１階相談室

◎ 本庁では、５月分まで電話での申し込
みは受け付けていません。当日窓口の
みで８時30分から受け付けます。

◎ 専門的で法律に基づいた弁護士の適
切な指導、助言が得られますので、
どうぞご利用ください。

６月から法律相談の予約
受付方法を変更します
　本庁および各支所開催の無料法律

相談は、電話または窓口で相談者の

希望される時間帯を先着順に受け付

けます。

　相談者は予約時間の30分前まで

に必ず来庁してください。

【予約受付開始日】

本　庁　相談希望日の１日前から

各支所　相談希望日の１週間前から

◆消費生活相談
(□問 消費生活センター )

・閉庁日を除く毎日

� 8:30～17:15�本庁市民相談室

◆金融相談
（□問 佐賀県信用保証協会）

・５月�７日(金)
� 11:00～13:00�唐津上場商工会本所
� 14:00～15:00�唐津東商工会本所
・５月11日(火)
� 10:00～15:00�唐津商工会議所
※相談は無料で、事前に予約が必要です。

◆健康に関する無料相談など
（□問 唐津保健福祉事務所）
場所／唐津保健福祉事務所(大名小路)

▼療育発達相談(要予約)
　５月12日(水)、６月２日(水)

　14:00～14:30

▼エイズ相談
　毎週火曜日　9:00～11:00

　※�５月18日(火)のみ17:00～19:00

の夜間もあります。

▼骨髄提供希望者登録受付(要予約)
　毎週木曜日　9:00～11:00

▼精神保健福祉相談(要予約)
　毎週水曜日　13:30～17:00

▼不妊相談(要予約)
　平日随時実施　9:00～17:00

▼難病相談(要予約)
　５月21日(金)　14:00～16:00

▼肝炎ウィルス検査(要予約)
　５月18日(火)　15:00～19:00

◆行政相談(国の業務について)
（□問 総務課）

・５月11日(火)

� 9:00～12:00�ひれふりランド(浜玉)

� 13:00～16:00�肥前支所102号会議室

・５月12日(水)

� 10:00～15:00�本庁第１会議室

・５月18日(火)

� 9:00～12:00�厳木支所２階会議室

� 9:00～12:00�呼子公民館

・５月19日(水)

� 10:00～12:00�北波多老人憩の家

・５月20日(木)

� 9:00～12:00�相知支所別館会議室

� 13:00～16:00�鎮西支所相談室

・６月�１日(火)

� 9:00～12:00�厳木支所２階会議室

・６月�３日(木)

� 9:00～12:00�七山公民館

・６月�８日(火)

� 9:00～12:00�ひれふりランド(浜玉)

◆労働相談
（□問 商工振興課）

・５月11日(火)

� 10:00～16:00�県唐津総合庁舎

� �２階会議室(坊主町)

◆こころの相談
（□問 唐津市保健センター）

　仕事、育児、家庭、健康などに関す

る悩みに、臨床心理士が相談に応じま

す。ひとりで悩まずに相談しましょ

う。

・５月27日(木)

� 14:00～16:00�本庁市民相談室

※�毎月第４木曜日開催(祝日の場合は

第３木曜日)

※事前に予約が必要です。

◆人権相談
（□問 人権･同和対策課･各支所市民福祉課）

・５月11日(火)

� 9:00～12:00�ひれふりランド(浜玉)

・５月12日(水)

� 9:00～12:00�相知支所別館会議室

� 13:00～16:00�本庁市民相談室

・５月14日(金)

� 13:00～16:00�打上公民館(鎮西)

・５月18日(火)

� 9:00～12:00�呼子公民館

・６月�１日(火)

� 9:00～12:00�ひれふりランド(浜玉)

� 9:00～12:00�相知支所別館会議室

� 10:00～15:00�北波多老人憩の家

� 10:00～15:00�肥前支所101号会議室

� 10:00～15:00�呼子公民館

� 13:00～16:00�厳木支所会議室

・６月�２日(水)

� 10:00～15:00�本庁市民相談室

・６月�３日(木)

� 9:00～12:00�七山公民館

・６月�４日(金)

� 13:00～16:00�鎮西支所会議室

・６月�８日(火)

� 9:00～12:00�ひれふりランド(浜玉)
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急な
病気・けが
の時は

休日などの救急医療体制

歯科休日当番医　《診療時間》9:00～12:00
問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

休日診療
(日曜･祝日)

内科・外科 9:00 ～ 21:00

小児科 9:00 ～翌6:00

平日診療
(内科･外科の診療はありません)

小児科(月～金) 20:00 ～翌6:00

小児科(土) 17:00 ～翌6:00

唐津救急医療センター ※健康保険証を忘れずに持参してください。

まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。
入院が必要な重症患者には、二次救急医療機関（病院群輪番
制病院・救急告示病院）を紹介したり、搬送を行うなどの対
応をします。生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機
関（地域救命救急医療センター）へ搬送を行い、地域で救急医
療の完結を目指します。

◎『かかりつけ医』　　まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎『唐津救急医療センター』
かかりつけ医が不在の時は、唐津救急医療センター (千代田町･☎75-5199)で診療します。

≪初期救急医療機関≫

当番医は予告なく変更される場合があります。受診前に確認してください。
受診時は健康保険証を持参しましょう。

５月

 ２日(日) 古賀歯科医院 ☎72-3506・山下町

 ３日(月･祝) 大浦歯科医院 ☎51-2622・北波多岸山

 ４日(火･祝) 吉村歯科医院 ☎72-2801・木綿町

 ５日(水･祝) 田辺歯科医院 ☎73-7183・坊主町

 ９日（日） 田村弘典歯科医院 ☎72-6400・海岸通

16日（日） 松浦歯科医院 ☎82-5211・鎮西町岩野

23日（日） 小田歯科医院 ☎62-2301・相知町相知

30日（日） 古舘歯科医院 ☎74-5777・神田

６月  ６日（日） 井上歯科医院 ☎56-6043・浜玉町浜崎

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは

唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血にご協力を！

詳しくは
保健課
(☎75-5161)

移動献血車がやって来ます

虹の松原広場（唐津ロイヤルホテル横） 
５月16日(日) 9:00 ～ 12:00
 13:00 ～ 15:00

アルピノ会館 
５月26日(水) 9:30 ～ 11:30
 12:30 ～ 15:30

市役所肥前支所 
５月28日(金) 13:30 ～ 15:30
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厳 　 木

トライ・ザ・しゅわ
厳木は「厳」を表す手話と「木」を表す手話を組み合わせて表現します。

子育て
情報

近代図書館
新興町・☎72-3467

おはなしの会まつぼっくり
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　5/1･8･15･22･29　14:30～ 15:00

　近代図書館４階「ブックル」

◆小学生向け読み聞かせ
　5/1･8　15:15 ～ 15:45

　近代図書館３階ビデオルーム

相知図書館
相知町相知・☎62-4194

お話読み聞かせ会
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　5/1･15　14:00 ～ 15:00

　相知図書館　児童室

町田保育園子育て支援センター
町田３丁目・☎0120-192-168
　　　　　　☎72-5365

◆わんぱくサロン
　5/6･7･8･10･11･12･13･14･15･17･
　��18･19･20･21･22･25･26･27･28･29
　6/1･2･3･4･5
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ
せください。

平原保育園
浜玉町平原・☎56-6529

◆なかよしひろば

　5/12� 10:00 ～ 12:00� 平原保育園

　5/19� 10:00 ～ 12:00� 平原保育園

　5/26� 10:00 ～ 12:00� 平原保育園

　6/2� 10:00 ～ 12:00� 平原保育園

毎週月曜日～金曜日(祝日除く)

� 10:00 ～ 16:00� 平原保育園

毎週土曜日(祝日除く)

� 8:00 ～ 13:00� 平原保育園

青葉保育園
二タ子１丁目・☎72-4788

◆あおばのつどい
　5/�6･7･8･10･11･12･13･14･17･18･

19･20･21･22･24･26･27･28･31

　6/1･2･3･4

　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

双葉保育園
浜玉町浜崎・☎56-8385

◆子育てひろば

　5/11� 10:00 ～ 11:30� �農村環境改

善センター

　5/18� 10:00 ～ 11:30� ひれふりランド

　5/25� 10:00 ～ 11:30� �農村環境改

善センター

　6/1� 10:00 ～ 11:30� ひれふりランド

　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）

� 10:00 ～ 16:00� 双葉保育園

　毎週土曜日（祝日除く）

� 8:00 ～ 13:00� 双葉保育園

呼子保育園
呼子町呼子・☎82-3926

◆ポッポの広場
　5/6･7･11･13･14･15･18･20･21･27･
　　28･29
　6/1･3･4･5
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ
せください。

北波多第二保育園
北波多田中・☎64-2710

◆子育てサロン
　5/10� 10:00 ～ 11:00� �北波多第二

保育園
　5/28� 10:00 ～ 11:00� �北波多第二

保育園
◆ひまわり広場(前日までに要予約)
　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
� 10:00 ～ 15:00� �北波多第二

保育園

唐津市ホームページ

http://www.city.karatsu.lg.jp

内くらしのインデックスに詳しい内

容を掲載しています。

山本保育園
山本・☎78-0156

◆ひなたぼっこ
　子育て支援講習会
　「子育ての上手な親、下手な親」
　5/19� 11:00 ～ 11:50� 山本西隣保館
　�上記以外の毎週月･水･金曜日（祝日
除く）
　10:00 ～ 15:00�山本西隣保館

② 両手の親指と人差指で大きな丸を作り、上にあげながら左右に広
げます。

① 左手の甲を右手の親指と人
差指でつねるようにします。
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情報
なんでん
　かんでん

人権標語募集 済生会唐津病院「健康教室」受講生募集

救命講習会受講生募集

生涯学習課（☎72-9159） 済生会唐津病院（☎73-3175）

警防課（☎72-4148・FAX 74-0119）

　一人ひとりの人権が大切にされる

明るい社会をつくるために人権標語

を募集します。

応募資格　市内在住の小学生以上の人

応募期間　５月１日（土）から

　　　　　６月30日（水）まで

　　　　　※当日消印有効

応募方法

　�はがきに住所、氏名、年齢(在学中の

人は、学校名と学年)、標語を記入

し、生涯学習課まで郵送してくださ

い、または各公民館に準備している

応募用紙に標語を記入し、公民館に

提出してください。

※応募は１人２題までです。

表　　彰

　�入選以上の作品は、８月開催予定の

同和問題講演会時に表彰し、記念品

を贈呈します。

　みなさんの身近な健康問題につい

て医師、薬剤師、看護師、栄養士などが

実践を交えわかりやすく解説します。

テ ー マ　ウイルス肝炎の診断と治療

　　　　　�～特にＢ型、Ｃ型肝炎につ

いて～

と　　き　５月22日（土）10:00から

と こ ろ　寿楽荘３階会議室

募集人員　20人

参 加 料　無料

申 込方法　事前に、済生会唐津病院ま

で電話で申し込んでください。
講習種類　普通救命講習Ⅰ

講 習内容　応急手当の重要性・基本

的心肺そ生法・ＡＥＤの使用法・

異物除去法・止血法・効果確認　

など

対 象 者　市内在住の人

と　　き　６月６日（日）9:00～ 12:00

と こ ろ　唐津市消防本部３階講堂

定　　員　30人（先着順）

受 講 料　無料

申込期間　５月６日（木）～５月31日（月）

　　　　　8:30 ～ 17:15

　　　　　※土・日・祝日を除く

※�郵送での申し込みは５月31日（月）

消印有効。ファックスも可。

申込方法

　�消防本部および消防署救急係と各

分署所に準備している申込書で申

し込んでください。（申込書は消防

本部のホームページにも掲載して

います）

申し込み・詳しくは

消防本部警防課救急救助係

（〒847-0861　二タ子３丁目2-46）

消防本部ホームページ

http://www.karatsu119.jp/

『さつま芋を植えたら体験』
参加者募集
ふれあい自然塾ひぜん

（☎51-9088）

　ふれあい自然塾ひぜんでは「さつま

芋を植えたら体験」の参加者を募集し

ています。

　さつま芋を植えてから収穫、芋だん

ご作りまでを体験してみませんか。

と　　き　６月12日（土）10:00～ 12:00

　　　　　９月25日（土）10:00～ 12:00

　　　　　10月23日（土）10:00～ 12:00

と こ ろ　ふれあい自然塾ひぜん周辺

定　　員　20人

　　　　　※小学生以下は保護者同伴

参 加 料　１人1,500円（３回分）

※ 申込方法など詳しくはお尋ねくだ

さい。

職業訓練受講生募集
（独）雇用・能力開発機構佐賀センター
キャリア形成支援係（☎0952-26-9516）

　現在、離職している人たちのため

に、これから就こうとしている職業に

必要な技能、技術の訓練を行います。

募集内容および募集人員

募集科目 募集人員

テクニカルオペレーション科 18人

機械加工技術科 12人

金属加工科 18人

電気設備科 18人

住宅リフォーム技術科 18人

建築CAD科 24人

入 所 日　７月２日（金）

訓練期間　６か月

訓練時間　午前９時30分から

　　　　　午後３時40分まで

※�機械加工技術科のみ、午前９時30

分から午後４時35分の日がありま

す。

受 講 料　無料

　　　　　※教科書代は別途必要です。

申 込 先　最寄の公共職業安定所

申込期限　６月２日（水）

※ 毎月、（独）雇用・能力開発機構佐

賀センター（佐賀市）では職業訓練

説明会を実施しています。申込方法

など詳しい内容はお問い合わせく

ださい。
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『2010みさき巡り
棚田ウォーク』参加者募集

肥前町棚田ウォーク実行委員会事務
局（☎53-7145）

　入野周辺の棚田や、昨年４月に開通

した鷹島肥前大橋を眺めながら、さわ

やかな潮風とともに歩いてみません

か。

と　　き　５月22日(土)※少雨決行

　　　　　受　　付　午前８時30分

　　　　　スタート　午前９時30分

集合場所　市役所肥前支所前広場

定　　員　200人(先着順)

参 加 料　大人　1,000円

　　　　　小･中学生　500円

申 込方法　はがき、ファックスまたは

Eメールに住所、氏名、電話番号を記

入し申し込んでください。

申込期限　５月14日(金)

　全国から100人を超える中学生･高

校生が参加して唐津湾を舞台に熱い

戦いが繰り広げられます。

　この大会は、ユースナショナルチー

ム候補と420級世界選手権の代表を

決定する大会です。

と　　き　５月３日(月･祝) ～５日(水･祝)

競技会場　唐津湾(県ヨットハーバー )

JOCジュニアオリンピックカップ
2010兼JSAFジュニア･ユースセーリ
ングチャンピオンシップ2010開催
県ヨットハーバー（☎73-7073）

と　　き　５月15日(土)

　　　　　開場　午後５時30分

　　　　　開演　午後６時

と こ ろ　唐津市民会館

入 場 料　2,500円(全席自由)

チケット販売所

　�市役所内売店、唐津市民会館、ふるさと会館ア

ルピノ、宮脇書店、まいづる９９９、まいづる本

店、ローソン(Ｌコード)８８１０７

『沖縄親善舞踊団唐津公演』～琉球王朝への誘い～
NPO法人日本の伝統文化を守る会実行委員会（☎73-0336）

光化学オキシダントにご注意ください
　光化学オキシダントとは、自動車の排ガスや工場などから排出された

ばい煙に含まれる物質が太陽の紫外線により化学反応を起こし生成さ

れる、有害な物質のことです。光化学オキシダント濃度が高くなり、空が

白く「もや」がかかったような状態を「光化学スモッグ」と呼びます。

　光化学スモッグは、春から秋にかけて発生しやすくなり、その健康被

害には「目がチカチカする」「のどが痛くてせきが出る」などの症状があ

ります。

　光化学オキシダントの１時間値が0.12ppmを超えた場合に、県から光

化学オキシダント注意報が発令され、テレビ、ラジオ、インターネットや

行政放送などを通じて呼びかけます。

　光化学オキシダント注意報が発令されたら、次のようにしてくださ

い。

①外出を控えてください。

②屋外での激しい運動は避けてください。

③外気が室内に入らないよう窓を閉めてください。

④自動車の運転はできるだけ控えてください。

⑤�健康被害の症状が出たときは目や顔を洗い、うがいをして室内で休息

し、症状が回復しないときは医師の診察を受けてください。

　健康被害にあった場合は、市役所（本庁環境対策課または各支所市民

福祉課）や唐津保健福祉事務所にご連絡ください。

　詳しくは　環境対策課(☎72-9124)または各支所市民福祉課
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　市交際費とは、円滑な行政運営を図るために、市長が市を代表して行う外部
との交際に要する経費です。
　今回は、平成22年１月～３月分を公表します。

平成22年１月～３月分市交際費支出状況
項目 区分 件数 金額(円) 項目 区分 件数 金額(円)

弔 慰 今期分 10 140,000 接 遇 今期分 4 53,020
累　計 39 613,000 累　計 16 357,490

見 舞 今期分 0 0 会 費 今期分 16 75,000
累　計 0 0 累　計 72 349,000

御 祝 今期分 2 20,000 その他 今期分 1 3,675
累　計 5 50,000 累　計 3 11,025

賛 助 今期分 3 20,000 合 計 今期分 36 311,695
累　計 18 51,550 累　計 153 1,432,065

※�「今期分」とは、平成22年１月～３月の合計額。「累計」とは、平成21年４月からの合計額です。
【用語解説】
弔　慰･･･市政関係者およびその親族に対する香典、供花などに係る経費
見　舞･･･市政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
御　祝･･･記念行事、式典、祝賀会などに際してのお祝いに係る経費
賛　助･･･各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるものへの賛助
接　遇･･･来客、市政関係者との懇談、土産、記念品などに係る経費
会　費･･･円滑な市政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
その他･･･上記の区分に掲げるもの以外に係る経費
※「その親族」とは、配偶者のほか同居の親族に限る。

魚介類のへい死などの水質事故について

市交際費を公表します

環境対策課（☎72-9124）

秘書課(☎72-9114)

と　　き　５月25日(火)、６月16日(水)

　　　　　午前５時ごろ～午前９時ごろ

※荒天時は翌日以降に順延。

(当日の問い合わせ先：本庁当直室�☎72-9111)

と こ ろ　�虹の松原・相賀・七ツ釜・

唐津ゴルフ場

散 布方法　エコワン３フロアブル(主

成分チアクロプリド)の20倍希釈

薬剤をヘリコプター２機により、１

haあたり30リットル散布します。

注意事項

①�散布当日、虹の松原内の道路におい

て午前５時から午前６時まで通行

規制を実施します。

②�散布中は区域内に入らないように

してください。

③�散布区域付近にお住まいの人は散

布中は洗濯物・食器類を戸外に出

さないようにしてください。

④�散布区域付近の屋外駐車はご遠慮

ください。自動車の塗装面に薬剤が

付着した場合は、水で洗い流してく

ださい。

⑤�万一薬剤が皮膚・衣服に付着した

場合は、石けんなどでよく洗ってく

ださい。

松くい虫防除のため薬剤を
散布します
林務課(☎72-9210)　平成21年度に、市内で魚介類のへい死事故が発生しました。また河川などへ

の油流出事故が多く発生しています。このような事故を防ぎ、また原因究明の
ために次のことについてお願いします。
①薬品の適正使用
・�薬品(消毒剤･農薬など)は、添付文書や取扱説明書に従い適正に使用してくだ
さい。
・�残った薬品や薬品を使用した際に用いた器具･容器などの洗浄液などを、直接
水路や河川に流さないようにしてください。
②薬品などの管理徹底
・�薬品保管場所、灯油缶、灯油･重油などの貯油タンク、ボイラ配管などについて
は漏れ、緩みなどがないか定期的に点検し、老朽化している機器･部品などは
早めに交換してください。
③魚のへい死事故に関する通報
・河川などで「魚がたくさん死んでいる」といった異常を見かけた場合には、次
のような内容について情報提供をお願いします。
（１）�「水面に鼻上げしている」「水面をくるくる回る」「コイだけが死んでいる」

といった魚の状態に関する情報
（２）�「魚が死んでいる場所がA川とB川の合流した下流だけである」といった場

所に関する情報
（３）「何時ごろから死にかけた」といった時間に関する情報
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星空へ★ようこそ
ところ／唐津市少年科学館(二タ子３丁目・浄水センター内)

★観 望 会　時間／ 19:00 ～ 21:00（入館は20:30まで）
５月14日(金)　 金星、土星、春の星座など
５月21日(金)　 月、金星、土星、春の星座など
５月28日(金)　 金星、土星、春の星座など

★プラネタリウム（無料）
毎週、水曜日～日曜日／①10:00 ～　②13:30 ～　③15:00 ～

詳しくは　唐津市少年科学館 (☎75-5855)

毎週　火曜日・木曜日(祝日を除く)
時間：午後７時まで
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録

証明書の交付/戸籍謄本(全部事項証明)･
抄本(個人事項証明)の交付/戸籍届出受付

※転入・転出などの届け出はできません

予約受付時間　月～金(祝日を除く) 9:00 ～ 16:00
受取時間　月～金(祝日を除く) 17:15 ～ 20:00
　　　　　土･日･祝日　　　　 9:00 ～ 12:00
受取場所　予約をした本庁･支所の当直室
受け取れる証明書　住民票の写し
　　　　　　　　　(本人または同一世帯の人)
　　　　　　　　　印鑑登録証明書(本人)

詳しくは　市民課(☎72-9120)

電話予約で時間外に受け取れます

市民課窓口を延長します

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館(☎62-4194)

休館日

５月  ３日(月・祝)
 ４日(火・祝)
10日(月)
12日(水)
17日(月)
24日(月)
31日(月）

唐津市観光案内携帯サイトを立ち上げました

http://www.karatsu300.com/kankou/
ＱＲコードは、市内の市営駐車場
や各観光施設の観光案内版にも
貼ってあります。

詳しくは　観光課（☎72-9127）唐津市観光協会（☎74-3355）

ゴールデンウィーク特選競走 ４月28日～５月３日
ミニット開設６周年記念 ５日～ 10日
宮島一般競走場外発売 11日～ 14日
ＧⅠ全日本王者決定戦 15日～ 20日
芦屋一般競走場外発売 21日～ 24日
ＳＧ笹川賞場外発売 25日～ 30日

５月

※リレーナイター場外発売（12R終了後発売）
　１日～３日（若松）、５日（蒲郡）、６日～ 10日（若松）、
　11日～ 16日（蒲郡）、17日～ 22日（丸亀）、23日～ 24日（蒲郡）、
　25日～ 30日（若松）、30日～ 31日（丸亀）
　赤字はドリームピットのみで発売

無料法律相談会開催
　５月１日からの「憲法週間」の行事として、無料

法律相談会を開催します。金銭、土地、建物、交通事

故、架空請求、振込詐欺、相続、夫婦･親子関係、成年

後見などの相談に弁護士、裁判所書記官、家庭裁判

所調査官が無料で相談に応じます。当日先着順で

受け付けを行います。

と　　き　５月７日(金)
　　　　　10:00～ 12:30、13:00～ 15:00

と こ ろ　アバンセ４階(佐賀市天神3-2-11)
詳しくは　佐賀地方･家庭裁判所総務課(☎0952-23-3161)
　　　　　佐賀県弁護士会(☎0952-24-3411)

専用のアドレスを入力す
るか、ＱＲコードを読み込
むと、地図を表示します。

　市内観光スポットの詳細情報や地図を見ることができる、観
光案内携帯サイトを立ち上げました。目的地へのスムーズな移
動にご利用ください。（パケット通信料がかかります）

からつ競艇携帯サイト
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第22回見帰りの滝あじさいまつり

と　　き　６月１日(火) ～ 30日（水）
と こ ろ　相知町見帰りの滝周辺
　※期間中、交通規制と美化協力金にご協力ください。
　※ 詳しいイベント内容は市報からつ６月号でご紹

介します。
詳しくは
　唐津観光協会相知支所（☎51-8312）

呼子大綱引

とき・内容
　６月５日（土）　こども綱
　　13:00 ～こども綱開始　※終了後もちまき
　６月６日（日）　大人綱
　　10:30 ～若衆町廻

まわ

り、12:00 ～初節句おはらい
　　12:30 ～神事、12:50 ～もちまき
　　13:00 ～大人綱開始
と こ ろ
　６月５日（土）　市役所呼子支所前
　６月６日（日）　呼子町三神社前

詳しくは
　呼子大綱引振興会（☎82-3802）

第４回市民美術祭

さつき展示会

と　　き
　①ゴタール会絵画展
　　５月19日（水）～ 23日（日）
　②和美会絵画展
　　５月26日（水）～ 30日（日）
　③唐津篆美会展（書道展）
　　６月３日（木）～６日（日）
　④市民美術祭企画展「古川華南遺作展」
　　６月12日（土）～ 17日（木）
　　※６月14日（月）は休館
開館時間　10:00 ～ 18:00
　※ 最終日のみ、グループ展は17:00で終了。「古川

華南遺作展」は16:00で終了。
と こ ろ　近代図書館美術ホール
入 場 料　無料
詳しくは
　近代図書館（☎72-3467）

　丹精こめて育てられた「さつき」約40鉢が勢ぞろ
い。ぜひ、ご覧ください。
と　　き　５月24日（月）～ 27日（木）
　　　　　8:30 ～ 17:00　※最終日は15:00まで
と こ ろ　市役所１階　玄関ホール
詳しくは
　唐津さつき会（☎78-3848）

「呼子大綱引を写そう」フォトコンテスト同時開催！
作品は、カラー・白黒とも４つ切り（ワイド可）の単写
真に限ります。プロ・アマは問いません。入賞作品は翌
年度のポスターなどの採用対象とします。

申込締切：７月９日（金）

25 市報からつ　平成22年５月号

Event



《肥前》 さようなら向島中学校

　３月26日、向島中学校で閉校式がありま

した。昭和22年から開校し、63年の長きに

わたり地域の特性を生かした教育が行われ

てきました。

　開校当時、在校児童生徒数45人だった向

島小学校、中学校も昭和40年には最多の69

人を数え、これまでに実に214人の卒業生

を各方面へ送り出してきました。向島小学

校につきましては、入野小学校の分校とし

て再出発しました。

《相知》 135年の歴史に幕 田頭小学校閉校式
　新学期から相知小学校と統合するため、３月末で閉校と
なる田頭小学校の閉校式が３月27日行われ、地域の皆さ
んや学校関係者のほか、同校の卒業生や、かつて同校に勤
められた教職員など約400人が出席し、学校との別れを惜
しみました。
　式典では、最後の卒業生によるお別れの言葉や、校長か
ら市長への校名板の返還などが行われたあと、出席者全員
で校歌を斉唱し、明治８年の開校以来、地域に根ざし、たく
さんの子どもたちを育ててくれた小学校の135年の歴史
に幕が降ろされました。
　式典終了後には、記念碑の除幕が行われたほか、同校の
歴史をしのぶためのお別れ会が開催され、参加者の皆さん
は同校で過ごした懐かしい日々を思い出しながら、当時の
様子を感慨深げに振り返っていました。

《鎮西》 ありがとう赤木分校
　３月28日、４月から打上小学校と統合される赤
木分校で、在校児童、学校OB、元教職員など220人
が出席し閉校式が行われました。
　赤木分校は、明治14年に開校し、最も多いとき
は、168人の児童がいましたが、今年度は、４学年
に17人の児童が学んでいました。
　式典後の「記念植樹」「記念撮影」に続き「思い出
を語る会」が行われ、分校との別れを惜しみました。
　最後に赤木分校に歌い継がれてきた「あすなろの
歌」を全員で斉唱して、129年の歴史に幕を閉じま
した。
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《七山》 文化の継承
　２月28日、第32回七山文化祭が七山公民館で開催されました。
　舞台発表では、老人クラブから「釜ぶたかぶせ」が披露されまし

た。これは七山に古くから伝わ
るもので、花嫁の頭に釜の蓋を
かぶせ、お祝の口上の儀式とし
て行われていたものです。若い
世代には知らない人も多く、改
めて地区の文化を感じる日と
なったようです。

《唐津》 かもめ交流事業
　３月22日から４月３日までの13日間、第１回日米学生「かもめ
交流」派遣事業（唐津市国際交流協会主催）に応募した中高生８人

が、アメリカテキサス州
パラシアスに派遣されま
した。現地の小・中・高
校を訪問し、学校生活を
体験したり、日本文化を
伝えるプログラムなどを
通じて、交流を行ってき
ました。

《厳木》 心に響く三味線の音色
　３月19日、厳木町生涯学習講演会が厳木コミュニティセン
ターで行われ、津軽三味線奏者の鈴木利枝さんを招いて講演と演
奏会が行われました。
　愛知県出身の鈴木さんは、本場の津軽三味線を学ぶために青森

県の中学校に転校するほど熱意のあ
る人で、全国大会優勝をはじめ数々
の受賞歴をお持ちです。演奏会では
「津軽じょんがら」や「津軽よされ節」
などが披露され、心に響く迫力ある
音色に観衆は酔いしれていました。

《北波多》 北波多文連まつり開催
　３月28日、北波多文化連盟による文連まつりが北波多社会体
育館で開催されました。
　ステージ部門では、各団体による民謡や詩吟、コーラスなどが
披露され、展示部門では書道、絵画、俳句、生花など多くの力作が

展示されました。また、今
年の秋に北波多を会場に
計画されている「唐津焼
の里映画祭」の広報ビデ
オが上映されました。
　会場は約500人の参加
者で賑

にぎ

わいました。

《浜玉》 大きくなって帰っておいで！
　３月12日、玉島小学校の全校生徒87人が、清流玉島川
で稚鮭の放流を行いました。
　放流は、玉島川漁協が、放流体験を通して子ども達に
川や海の環境を守り水産資源の大切さについて考えて
もらおうと「さがっ子リレー放流」として行ったもので
す。約４万匹放流された稚鮭のうち約１万匹の稚鮭が
「大きくなって帰っておいで」の声に送られ、子ども達の
手から大海原に旅立ちました。

《呼子》 唐ワンくん合格☆！『唐津・呼子イカ検定』
　３月14日、第４回「唐津・呼子イカ検定」が行われ、会
場の朝市通りでは、県内をはじめ九州各地や関東、関西な
どから70人が集まり、唐津の人気者「唐ワンくん」も検定
試験に臨みました。試験問題は、イカ検定公式テキストの
中から100問が出題され、70問以上正解で合格。58人
が見事合格し認定証やバッジなどが交付されました。イ
カに関する問題を中心に唐津の食や観光、歴史に関する
問題が出題され、呼子イカブランドと観光唐津のPRにつ
ながりました。
　また、検定合格者には、認定カード提示による協賛店で
の各種サービスが有ります。
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　獅子城跡は厳木町浪瀬と
岩屋に築かれた中近世の山
城です。安土桃山時代に、松

まつ

浦
うら

党
とう

の一統である鶴
つる

田
た

氏が
いたことが知られています。
このころの獅子城は、尾根筋
を断ち切る堀

ほり

切
きり

や斜面を溝
状に掘り下げた竪

たて

堀
ぼり

などを駆使した土造りの城であったと
思われます。しかし近年の発掘調査により、江戸時代初期に
唐津藩初代の寺沢氏により現在の石垣に囲まれた城に造り
かえられたことが明らかになりました。
　獅子城跡には、標高228ｍの山頂部にある本丸をはじめ、
井
い

戸
ど

曲
くる

輪
わ

、一の曲輪、二の曲輪、二の丸、三の丸、出
で

丸
まる

と呼ば
れる平坦部が広がっています。
　発掘調査では、基礎となる礎石列が残る建物跡を本丸・
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人 の 動 き（４月１日現在）

人口131,061人(△405)　　男61,811人(△220)　　女69,250人(△185)　　世帯48,431世帯(△44)

三の丸・出丸で検出しました。また、虎
こ

口
ぐち

と呼ばれる石垣の
出入り口も新たに確認しました。これらの虎口を構成する
石垣は廃城時に破却され、二度と使われないよう徹底的に
破壊されています。
　当時の状況や遺物の出土状況から考えると、数回の石垣
改修を経て、遅くとも1630年～1640年ころには破却され
たようです。
　江戸幕府が開かれて（1603年）から大

おお

坂
さか

夏
なつ

の陣
じん

（1615年）
で豊臣氏が滅亡するまでの数十年間は、いつ次の戦いが起
こるか分からず、全国の大名は戦いに備え、城の防御を固め
ました。佐賀地方の国境に近い厳木一帯ではその必要性が
高かったようです。程なく獅子城は廃城となってしまいま
すが、獅子城跡には現在で
も江戸時代初期に築かれ
た石垣が良好に残り、当時
の様子を今に伝えていま
す。

□問 文化課(☎72-9171)

ふるさとの文化財巡り⑯

佐賀県史跡　「獅
し

子
しが

城
じょう

跡
あと

」

開始時間 放送内容

避難所案内

5:00 唐津市ニュース

6:00 各課からのお知らせ

7:00 唐津市ニュース

8:00 各課からのお知らせ

9:00 前週の特集番組再放送

11:00 各課からのお知らせ

12:00 唐津市ニュース

13:00 特集番組

15:00 各課からのお知らせ

16:00 特集番組

18:00 各課からのお知らせ

19:00 唐津市ニュース

20:00 特集番組

22:00 唐津市ニュース

23:00 各課からのお知らせ

24:00 唐津市ニュース

1:00 前週の特集番組再放送終了後避難所案内

※都合により番組および時間を変更して放送する場合があります。

４月26日～５月２日
　唐津10マイルロードレース記念講演
　【再放送】 食育シンポジウム�パネルディスカッション
５月３日～５月９日
　新唐津学「唐津藩のキリシタン政策」
　【再放送】�唐津10マイルロードレース記念講演
５月10日～５月16日
　消費者月間啓発ビデオ
　【再放送】�新唐津学「唐津藩のキリシタン政策」
５月17日～５月23日
　各部・各支所からのお知らせ
　(市役所の部長・支所長が業務内容などを説明します)
　※9:00、1:00も放送します。
５月24日～５月30日
　厳木町生涯学習講演会
　【再放送】�消費者月間啓発ビデオ
５月31日～６月６日
　肝がん市民公開講座
　【再放送】�厳木町生涯学習講演会

注） ５月１日から唐津市ニュース、特集番組、各課からのお知らせの放送
時間を左表のとおり変更します。ご了承ください。

□問 広報公聴課(☎72-9189)

チャンネルからつ番組表 特集番組（番組編成の都合により、放送できない場合があ
ります。ご了承ください。）

唐津市ニュース
は、耳の不自由
な人のために、
文字テロップ付
きで放送してい
ます。

各番組の終了後
は、「 お 知 ら せ
文字放送」を放
送します。

市 

長 

コ 
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「
あ
の
時
の
風
景
」

　
　
　
～
「
実
学
」の
ス
ス
メ
～

　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
「
あ
の
時
の
風
景
」
が
あ
る
と
思
う
。

私
の
場
合
、例
え
ば
、小
学
生
の
頃
の
冬
の

終
業
式
は
決
ま
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。積

も
り
か
け
の
雪
の
上
を
、友
達
と
滑
り
な
が

ら
コ
ケ
な
が
ら
家
路
を
急
い
だ
事
。ま
た
、

毎
年
夏
に
な
る
と
思
い
出
す
の
は
、早
朝
の

朝
日
の
眩ま
ぶ

し
さ
と
高
く
澄
ん
だ
青
い
空
、そ

し
て
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
の
日
の
夏
。

春
に
な
る
と
思
い
出
す
の
は
、ま
だ
ま
だ
冷

た
い
飛し
ぶ
き沫
を
浴
び
て
親
戚
の
漁
師
さ
ん
の

船
に
乗
り
、漁
の
手
伝
い
を
し
た
事
。船
上

で
の
ご
飯
が
美
味
し
か
っ
た
。こ
の
よ
う
に

誰
し
も
忘
れ
ら
れ
な
い
「
あ
の
時
の
風
景
」

が
あ
る
と
思
う
。

　
私
達
の
子
供
の
頃
の
教
室
や
教
科
書
に

は
「
素
直
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
わ
れ
て

い
た
。「
素
直
」は「
感
受
性
」を
育
み
、ま
た
、

自
然
や
人
に
「
素
直
」
に
向
き
合
う
こ
と
が
、

「
優
し
さ
」
や
「
生
き
る
力
」
を
育
む
事
に
も

つ
な
が
る
。今
後
教
育
に
お
い
て
も
、「
勉

学
」
も
大
事
だ
が
、体
験
の
中
で
学
ん
で
い

く
「
実
学
」
を
是
非
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
願
う
。

　
大
自
然
に
抱
か
れ
、体
験
に
よ
る
「
実
学
」

は
、将
来
に
渡
っ
て
「
あ
の
時
の
風
景
」
と
し

て
残
っ
て
い
く
。「
素
直
な
心
で
衆
知
を
集

め
る
」
と
い
う
教
育
の
理
念
が
活い

か
さ
れ
、

逞
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
子
供
達

の
成
長
を
期
待
し
た
い
。

さ 

か
　
　
い
　    

と 

し
　  

ゆ 

き

厳木駅

至平山

浪瀬ＩＣ

獅子城跡

バイパス
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